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  店舗生活部に名称変更 

新年度がスタートしました。景気の悪化に伴

い社会情勢が大きなうねりを持って変わって

きています。小手先の対応をしているとこのう

ねりの中にのみ込まれてしまい行き先を見失

うことになります。4 月 1 日より社団法人農協

流通研究所は、２部門の名称の変更をおこない

ました。店舗研究部が店舗生活部、施設研究部

がエネルギー調査部になりました。調査研究部

と農畜産物マーケティング部はこれまでどお

りの名称です。変更した店舗生活部は、これま

でのＡコープ店舗を対象とした指導と教育（講

習会）を中心に、葬祭事業についても指導や講

習会を強化していきます。店舗、葬祭事業、農

協の生活事業の発展と支援に関わっていきま

す。職員体制は変わりません。今後とも引き続

きよろしくお願いいたします。  （事務局）

 高齢者対策の具体的進展 

景気の悪化、世の中にどんよりした空気が漂

う中、ＷＢＣでの侍ジャパン優勝は日本中の人

が元気をもらいました。4月は新たなスタート

の時期です。しかし、ニュースで流れてくるの

は、求人倍率が 0.59 になり失業率 4.4％、世

界のＧＭが破産法の適用を受けなければなら

ない状況であることが伝わってくる。“それは

嘘？”といいたくなります。このような状況下

で毎日の食料品を確実に届けているスーパー

マーケットは、お客さまに確実に支持されてい

ます。消費者の需要を呼び起こす為に「リサイ

クル引取りセール」を実施、さらに「買い物し

たことが楽しくなる」“2割引き現金還元セー

ル（食品、一部指定商品除く）”を実施したイ

トーヨーカ堂の企画は業界にも刺激になりあ

りがたいことです。一般消費者の需要が盛り上

がらなければこの景気の流れは変わりません。

その鍵を握るのは高齢者です。日本の個人の金

融資産の約75％財産を抱えているのが60歳以

上の高齢者です。高齢者対策強化 高齢者にも

っと消費をしていただく環境を創る。高齢者対

策が必要といわれても具体的な対応ができて

いないのが現状です。高齢者（60歳以上対象）

が気持ちよく、喜んで買物が出来る状況をつく

る。その一端を店舗で作らなければいけません。

店舗を見てみるとどれだけ高齢者が楽しく買

物が出来る状態にあるのか今一度見なおして

いただきたいと思います。高齢者が積極的に買

い求めたい商品のアピールが出来ていない。売

りのムードもありません。少量パックがおいて

あるという品揃えだけでは、その需要を掘り起

こすことは出来ません。「お年寄りはバラ売り

が好き」、「高齢者は会話をして購入すること

がとても楽しみ」「高齢者は、健康の為の食品

には興味を持つ」、価格が安いから、買うので

はありません。高齢者の立場はそれぞれの生活、

これまですごして来た人生も違うので「これが

高齢者対策商品だ」と決め付けることは難しい

ところです。でも生鮮売場では不明確でもグロ

ッサリーの売場を見ると、今なら調味料「かつ

お削り節のパック」が売れていたり、「みそ」

が売れていたり、「ダノンのヨーグルト」が売



れていたりする。さらには、「雪印のスキムミ

ルク」が売れていることに気がつく。なんとな

く高齢者層に支持されている商品ではないか

とも思われる（高齢者カードを作ってＦＳＰ管

理）。それにシルバーライン（床から１２０ｃ

ｍ棚の位置）にある商品。こうして考えていく

と多少でも高齢者が欲している商品が見えて

きます。売場の対応 無用な突き出しは、お年

寄りの買物には邪魔な販促です。狭い通路では

買物はし難い。目が不自由になるので見やすい

ＰＯＰが必要です。緑に白字、大きな文字、ボ

イスによる商品の案内など高齢者にとってあ

りがたいものです。陳列棚の高い位置の商品は、

並べてあっても届きません。目に入りません。

だから、高齢者にとっては７０ｃｍ～１４０ｃ

ｍの間の商品が一番見やすいしとりやすいの

です。こうして、とにかく品揃え、演出、陳列

位置、量目、品質、栄養価、そして用途、高齢

者にあわせた品揃えは、どのようにあるべきか

もう一度考えてみる必要があります。購買シス

テムとしての対応 あわせて、高齢者が好む購

買システムとして、①購入に先立ってコンサル

ティング機能が必要とされるものに対しては、

価格で選ぶより売り手の顔が見える販売形態

が好まれる（売り手が付いての販売）②通信販

売、コンビニエンスストアなどの比較的新しい

業態の利用は年齢層が高くなるにつれて低下

する傾向にあり、利便性などより、従来から慣

れ親しんだ購買方法をより好む、ディスカウン

トストアの利用は、年齢が上がるにつれ低下し

ており、高年齢層になるほど価格以外の基準で

店舗を選択する…… などが資料としてでて

いる。購買形態として「そのものを販売してい

る店舗にまず足を運ぶ」という条件のもとで成

り立っていて、通信販売や共同購入などの無店

舗販売は、高齢者に限りなく接近できてよいの

ですが「買い物」を余暇活動（来店に特別ポイ

ント進呈）という側面で捉えて、多様で心豊か

なライフスタイルの実現の手段という視点で

見ると、店舗では商品を選ぶ楽しさが提供でき

る。すなわち、高齢化社会の購買システムは、

この２つの購買形態（相談できる。かつ自由に

商品を選ぶことが出来る。）が補完しあうこと

ではじめて有効になるといわれています。 ①

身体機能の低下に対応し自立生活への第一歩

としての購買システム、店舗における買い物環

境の整備や在宅サービスの充実（ユニバーサル

サービスの例）など、高齢者が買い物を自由に

できる環境を整備（バリアフリー対策）、買物

のできる高齢者の範疇を拡大する ②高齢者

の不安をやわらげるための社会との接点とし

ての購買システム 買物という行為は、商品を

通じて、人を通じて、社会システムの中に存在

することの一つの証明であり、不安の解消もで

きる。福祉施設でもない、福祉相談員もない地

域社会において身近な存在としての購買シス

テム ③生きがい創り、多様でこころ豊かな老

後生活への手段としての購買システムという

対応も求められています。

 有効な料理情報活用  

Ｎｏ１アクセスの料理案内のサイトにアク

セスしてみる。登録するとタイムリーに今日の

メニュー提案情報が入ってくる。こうした料理

レシピで大事なことは、１．簡単にできそう（安

く出来そう）。２．作ってみたいなと思わせる。

３．おいしそう ４．旬をかんじる。などな

ど・・・。情報を受け取った側にヒットするも

のがあればあるほど利用が増える。さらにこの

サイトが支持をされている理由が、口コミ情報

である。この料理を作ってみて、「おいしかっ

たよ・・・」「簡単にできたわ・・・」という

よかったという感想とお互いの情報としてウ

ェブに載せ

られるよう

になってい

る。アクセス

Ｎｏ１（月間

利用者616万



人）の理由も理解できる。最近、店舗で品切れ

する商品（調味料、めんつゆ・・・など）が各

店舗で同時に発生する一つの理由がこのよう

なアクセスＮｏ１の料理情報だったりするよ

うに思える。単なるＴＶの情報だけでないこと

がわかる。そして販促に活用しようと思えばや

はり支持率Ｎｏ１のサイトがよいという事で

す。 
本日の案内 煮物の彩りに使ったさやえん

どう、中途半端にあまってしまったので、冷蔵

庫にあるちくわと和えて副菜１品完成です！

材料 さやえんどう １０～１５本、ちくわ５

本、めんつゆ小さじ２、七味少々 作り方 １．

さやえんどうは、筋をとって、さっとゆがき斜

め切りする。ちくわは縦半分にきり、それを斜

め切りにする。２．１．をめんつゆで和える。

お好みで七味をふりかけ出来上がり。味付けは、

めんつゆなので失敗ないとおもいます。という

具合です。 （クックバット活用 記事 ） 

講習会案内、ｅラーニング・通信教育案内 

 
平成２１年度 前期 通信教育・ｅラーニング受講生募集（案内）) 

 
コース名 ： Ａコープ通信教育 初級・中級 コース 

 期  間 ： ５月１日～７月３１日、初級・中級共に３ヶ月（在籍４ケ月）   
 受講料金 ： １８，９００円（税込み価格） 
申込締切日： ４月１７日（金） 
 
講座名  ： Ａコープｅラーニング中級講座 

 期  間 ： ５月１日～７月３１日 ３ヶ月（在籍４ケ月）、（初級ｅラーニングは１０月より

スタートします。別途案内）   
 受講料金 ： １６，４００円（税込み価格）、テキスト代２，５００円（オプション） 
申込締切日： ４月１７日（金） 

５月の講習会 
 
講習会名 ： 第１１９回店舗職員資格認証初級講習会 

 場  所 ： 神奈川県 平塚市 全農営農技術センター   
 開催期間 ： 平成２１年５月１９日（火）～２２日（水）４日間 
申込締切日： 平成２１年５月８日（金） 
店舗職員の新人の方、店舗運営の基礎をしっかり学びたい方、この時期の教育がベストで

す。 
 
講習会名 ： 第１回農産部門強化クリニック講習会 

 場  所 ： 埼玉県川口市、富士見市、狭山市、入間市周辺   
 開催期間 ： 平成２１年５月２６日（火）～２７日（水）２日間 
申込締切日： 平成２１年５月１２日（火） 

 
＊農産部門は、良い売場を見ることによって学べるもの事が多々あります。今回は、１１

店舗を見る予定です。ヤオコー、ベルク、サミット、ヨークマートは関東の優良企業です。

関西ではみられない陳列の仕方、演出があります。関西の人に是非見ていただきたいと思い

ます。バスで移動します。定員は、２０名程度です。バスの中では、藤井講師から視察店舗

の特徴をしっかり講義していただきます。久し振りのＡコープ入間店の視察も出来ます。是

非参加下さい。 
 

 

 

２１年度最初の初級

講習会 

農産は店舗を多数見るこ

とを重視しました。 


